
別紙 

 

平成 25年度における契約状況のフォローアップ 

平成 26年 8月 

独立行政法人国立病院機構 

1．平成 20年度と平成 25年度に締結した契約の状況 

（単位：件、億円） 

 
平成 20年度 平成 25年度 比較増△減 見直し計画 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等 
（74.0％） 

7,075 

（84.3％） 

1,946 

（76.4％） 

6,780 

（86.9％） 

2,693 

（95.8％） 

△295 

（138.4％） 

747 

（80.0％） 

7,523 

（86.9％） 

1,984 

企画競争・公募 
（ ― ％） 

 

（ ― ％） 

 

（0.01％） 

1 

（0.03％） 

1 

（100％） 

1 

（100％） 

1 

（ ― ％） 

 

（ ― ％） 

 

競争性のある

契約（小計） 

（74.0％） 

7,075 

（84.3％） 

1,946 

（76.4％） 

6,781 

（87.0％） 

2,694 

（95.8％） 

△294 

（138.4％） 

748 

（80.0％） 

7,523 

（86.9％） 

1,984 

競争性のない

随意契約 

（26.0％） 

2,483 

（15,7％） 

363 

（24.1％） 

2,097 

（13.1％） 

405 

（84.4％） 

△386 

（111.6％） 

42 

（20.0％） 

1,883 

（13.1％） 

300 

合 計 
（100％） 

9,558 

（100％） 

2,309 

（100％） 

8,878 

（100％） 

3,098 

（90.9％） 

△866 

（134.2％） 

789 

（100％） 

9,406 

（100％） 

2,284 

（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成 25年度の対 20年度伸率である。 

（注3） 見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成 21年 11月 17日閣議決定）」に基づき公表した見直し計画である。 

 

 

 



2．見直し計画に掲げた競争性のない随意契約の割合に到達しなかった主な理由 

既に一般競争入札等に移行できるものはすべて移行しているが、法令の規定等により契約の相手方が特定されるもの、競争に 

付することが不利と認められるもの及び契約の目的が競争を許さないものにより、競争性のない随意契約によらざるを得ない契 

約が残っているため。 

なお、競争性のない随意契約によらざるを得ない契約は血液や放射性医薬品の購入、医療機器の保守等である。 

 

3．一者応札・応募の改善状況 

（単位：件、億円） 

 平成 20年度 平成 25年度 比較増△減 

２者以上 
件数 4,711（ 71％） 6,053（ 92％） 1,342（128％） 

金額       1,584（ 85％） 2,203（ 84％） 619（139％） 

１者以下 
件数 1,938（ 29％） 544（  8％） △1,394（ 28％） 

金額         280（ 15％） 406（ 16％） 126（145％） 

合 計 
件数 6,649（100％） 6,597（100％） △52（ 99％） 

金額 1,864（100％） 2,609（100％） 745（140％） 

（注１）計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注２）合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った係数である。 

（注３）比較増△減の（ ）書きは、平成 25年度の対 20年度伸率である。 

 

 

 



4．一者応札、一者応募に係る改善方策（URL http://www.hosp.go.jp/bid/cnt1-0_000390.html） 

 

 

5．法人と一定の関係を有する法人（関係法人等）との契約状況 

 平成 25年度において公示・公募等を行った案件のうち、当法人の関係法人等が契約の相手方となった案件はなかった。 

   

http://www.hosp.go.jp/bid/cnt1-0_000390.html

